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2020 年度事業 進捗報告書（資⾦分配団体） 
● 提出⽇ ： ２０２２年 １０ ⽉ ３０  ⽇ 
● 事業名 ： 地域の森林を守り育てる⽣業創出⽀援事業  
● 資⾦分配団体 ： 特定⾮営利活動法⼈ 地球と未来の環境基⾦（幹事団体） 

       特定⾮営利活動法⼈⾃伐型林業推進協会 
       ランドブレイン株式会社 

 
1  実績値 
【資⾦⽀援】＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
アウトプット 指標 ⽬標値 

 
達成時期 現在の指標の達成状況 進捗

状況
＊ 

No1 
持続的な林業を
実践するための
基礎的な知識・
技術・資格の取
得 

チェーンソー、バック
ホー、刈払機等の必要
な安全講習を受講し、
修 了 証 を 有 し て い る
か。 

持続可能な林業
に携わるメンバ
ーが必要な研修
を受講し、修了
している。 

2022 年 3 ⽉（1
年⽬終了時） 

 
森林確保の課題から半林半 X 事業に遅れのあっ
た百は、担当者地震は⼀部研修終了済だが、今
後も未受講研修を受講の予定。 
ワイルドウインド、FORESTWORKER は、 
ディバースライン、皐⽉屋は、全てのメンバー
が必要な安全講習を受講済みである。 
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No2 
事業期間を通じ
た林業施業の継
続による経験値
の向上 

年間の施業計画に基づ
いて、着実に現場で林
業施業することが継続
できているか。 

年間 100 ⽇以上
は林業施業継続
する。 

2023 年 3 ⽉（2
年⽬終了時） 
2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 

 
百は、⼭林確保の課題から半林事業スタートが
遅れていた。本年度から確保した⼭林にて⾃伐
型林業を開始。天候や指導者スケジュールの関
係で⽬標値レベルには⾄っていないが、4〜5 ⽇/
⽉ベースで作業を実施している。8 ⽉までの時点
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では、⾃伐施業を実施するための作業道作りを
実 施 中 。 
 
FORESTWORKER、皐⽉屋は、林業を主業とし
て事業を⾏う会社であり、冬季の施業が出来な
い時期を除き、年間を通じた林業施業を実施し
ている。 
 
ワイルドウインドは、夏期はキャニオニング等
のアウトドアツアーを主業とするが、それ以外
の期間は⾃伐型林業に取り組む。 
 
ディバースラインは、スノーボードのアスリー
トらの団体であり、冬季スポーツのシーズンや
トレーニング等の時期以外は⾃伐型林業および
特殊伐採（⺠家等の危険⽊伐倒）を⾏ってお
り、年間 100 ⽇以上の施業を⾏っている。 
 
 

No3 
各地域で持続的
な林業⼿法を検
討し実践を続け
られる拠点構築 

実⾏団体のメンバーが
林業に携わり、地域で
⽣活していく基盤が整
っている 

半林半 X の仕事
をしながら年間
を通じて地域で
暮らせるための
基盤が整ってい
る。 

2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 

百は、半林事業・半 X 事業ともに本年度スター
トした。まだまだ事業実施の基盤整備には時間
がかかる。 
 
ワイルドウインドは、アウトドアツアー（キャ
ニオニング、カヌー等）のツアーがコロナ禍の
影響で思うようにツアー参加者が伸びていなか
ったが、2022 年度からはツアー参加者も回復し
てきている。また、⾃伐型林業の有料研修も事
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業として開始した。今後それぞれの発信⼒を⾼
めて、半 X の収益⼒を⾼めていくことが課題で
ある。 
 
FORESTWORKER は、林業主業とする社員のほ
か、農業、福祉、観光の各分野と連携しなが
ら、半林半 X を実践するメンバーを社員として
ではなく業務委託契約を結び、新たなライフス
タイル構築を⽀援している。 
 
ディバースラインは、アスリートとしてのイン
ストラクターとしての活動、スポンサー確保の
他、特殊伐採等を⾏い収益確保を⽬指してい
る。 
 
皐⽉屋は、林業を主業としており、⽣産した⽊
材を製材品や薪として加⼯し付加価値を⾼めて
販売することやホップ栽培を半 X 事業と位置づ
け事業を進めている。 
 

No4 
持続的な林業を
実施するための
継続的な技術の
スキルアップ 

持続可能な林業を実施
するための技術・経営
を学び続けられる環境
があるか。 

持続可能な林業
を実践する指導
者の下で施業指
導が受けられて
いる。 
事業終了後も指
導 を 受 け な が
ら、技術を研鑽

2022 年 3 ⽉（1
年 ⽬ 終 了 時 ） 
2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 

林業施業が遅れていた百に関しては、⾃伐型林
業初⼼者であることから指導者との密な関係性
が重要だが、指導者が頻繁に通える距離ではな
いため頻度不⾜が課題。が、最近は実施してき
た講習会にて、近隣の仲間が⽣まれ、切磋琢磨
できる関係性が⽣まれている。初⼼者にも関わ
らず指導者が頻繁に来れない⽳をうめている。 
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していける環境
がある。 

ワイルドウインドは、岡橋講師の指導の下、ワ
イルドウインド代表の⼭下⽒がサポートし、着
実に技術習得を進めている。 
 
FORESTWORKER は、野村講師の指導の下、草
川⽒が⾃伐型林業ﾓﾃﾞﾙ林づくりに取り組む。 
 
ディバースラインは、野村講師の指導の下、髙
橋夫妻が中⼼となり、壊れない道づくりに取り
組む。また施業に関しては⾃伐協四宮も実践ア
ド バ イ ス を ⾏ っ て い る 。 
 
皐⽉屋は、野村講師に以前より指導を受けてお
り、講師の指導を定期的に受けるほか、社員の
加藤⽒や智頭複業組合から受け⼊れた研修⽣が
OJT で道づくり、定性間伐の技術習得を⾏って
いる。 
 

No5 
林業施業に最低
限必要な機材の
確保 

チェーンソー、バック
ホー、林内作業⾞等の
必要な機材が継続的に
使えるようになってい
るか。 

チェーンソー、
バックホーが継
続的に使える環
境 に あ る 。 
林内作業⾞等に
より継続的な材
の搬出か可能な
環境にある。 

2023 年 3 ⽉（2
年⽬終了時） 

百は、⼀部⼤型の必要機材についてレンタルで
の運⽤を⾏っている。先⽅都合で事前の予定通
りレンタルできないことがあり、改善が必要。 
ワイルドウインドはバックホーを⾕林業から提
供を受け、施業を実施している。 
 
FORESTWORKER及び皐⽉屋は、林業会社であ
り、⾃伐型林業に必要な機材は確保できてい
る。 
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No6 
⾃治体の担当者
（林業や移住定
住等）から、実
⾏団体が必要な
アドバイスが受
けられる関係構
築 

実⾏団体と⾃治体の各
部局（地域づくり、移
住、林業等の産業振興
関連部署）とが気軽に
話ができる関係を有し
て い る か 。 
⾏政担当者が必要なア
ドバイスを提供してく
れるか。 

必要な時にいつ
でも相談できる
関係にある。 

2022 年 3 ⽉（1
年⽬終了時） 

各実⾏団体は⾏政担当者に事業説明を実施、休
眠預⾦事業に興味関⼼が⾼く、⾃治体によって
は積極的に協⼒している。 
 
百は、代表が元地域おこし協⼒隊だったことも
あり、フォーラムでも冒頭に町⻑挨拶があるな
ど⾏政担当者に相談できる状態にはある。しか
しながら⾏政事態の⾃伐型林業への関⼼はまだ
低く、百の活動をサポートするには⾄っていな
い。 
 
ワイルドウインドは、活動する吉野町、川上村
は林業地であり、地域の⼩規模林業者程度の位
置づけである。⼀⽅隣接する天川村や御杖村等
は⾃伐型林業の導⼊に積極的であり、地域おこ
し協⼒隊の指導など連携しながら進めている。 
 
FORESTWORKER は、地元の庄原市の林業関係
課が⾃伐型林業の積極推進には⾄っていない
が、移住定住の担当課が観光案件での事業に関
して積極的に協⼒してくれている。また県の担
当者とも意⾒交換をしており、良好な関係を構
築している。 
 
ディバースラインは、地元佐久市の林業担当課
とこの休眠預⾦事業をきっかけに良好な関係が
構築出来、市有林等の管理などを⾏う可能性も
出てきた。 
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皐⽉屋は、智頭町担当課とも⾮常な良好な関係
構築が出来ており、事業に協⼒的である。 
 

No8 
A 材、B 材、C
材の材質に応じ
た適切な販路の
確保 

材質に応じた販路があ
り、販売を開始できて
い る か 。 
材質に応じた販路があ
り、販売を継続できて
いるか。 

材質に応じた適
切 な 販 路 が あ
り、販売が継続
できている。 

2023 年 3 ⽉（2
年 ⽬ 終 了 時 ） 
2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 

百は、⾃⾝の宿の建築には⾃分達で伐採・製材
した物を使⽤しているが、販売⽤の⽊材製材の
段階に⾄っていない。 
 
ワイルドウインドは、吉野林業地で林齢の浅い
⼭林の定性間伐と道づくりをメインに施業して
おり、搬出量は少ないが地元に⽊材市場があり
販路は確保出来ている。 
 
FORESTWORKER は、林業事業者であり、隣接
する新⾒市の市場等に出材を⾏っている。 
 
ディバースラインは、林業の技術習得が主であ
り出材量は少ないが、⽊材⽣産は⾏っている。 
 
皐⽉屋は、林業事業者であり、智頭町内の⽯⾕
林業の市場等に出材を⾏っている。 
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No9 
活動を PR する
紹 介 パ ン フ や
HP 等での定期
的な情報発信の
実施 

HP・SNS が⽴ち上が
り、定期的に情報発信
出 来 て い る か 。 
活動実績等をとりまと
め た PR 資料が あ る
か。 

HP や SNS 等で
１⽉１回以上の
活動状況の発信
が 継 続 し て い
る。 
団体紹介資料が
ある。 

2023 年 3 ⽉（2
年⽬終了時） 

百は、⽉に 4〜5 回以上、特に SNS（TW、FB
等）で活動の発信を⾏っている。宿泊予約⽤の
HPも作成済みである。 
 
ワイルドウインドは、⾃社 HP、SNS 等で活動
PR を⾏っている。より魅⼒的な HP デザイン、
効果的な事業 PR について検討しているところで
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ある。 
 
FORESTWORKER は、⾃社 HP、SNS 等で活動
PR を⾏っている。研修実施や⼭林整備の様⼦な
どを定期的に SNS で発信している。 
 
ディバースラインは、ロゴや活動の動画づくり
など魅⼒的なコンテンツを揃え、HP 等で公開で
きている。フェイスブックでの発信も積極的で
ある。 
 
皐⽉屋は、事業開始したところである。フェイ
スブック等で活動を定期的に発信してきてはい
たが、今後、半林半 X の活動を⾃らの媒体でど
う発信していくか検討中である。 
 

No10 
地域住⺠や外部
からの相談への
対応や活動 PR
を⾏うための組
織態勢・ネット
ワーク構築 

講演等で実⾏団体が組
織を PR できるように
な っ て い る か 。 
地域内外とのネットワ
ー ク 構 築 が で き てお
り、情報交換は積極的
に⾏っているか。 

講演等でいつで
も発表できるよ
うな紹介資料が
あ る 。 
関係する地域内
外の団体・個⼈
と情報交換を⾏
っている。 

2023 年 3 ⽉（2
年⽬終了時） 
2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 

百は、半林・半 X 事業ともにスタートをきった
ばかりであり、講演会等の依頼はないが、取材
がくることがあり、都度対応している。 
 
ワイルドウインドは、吉野の⼤規模⼭林所有者
とのネットワークを有しており、活動を通じて
技術習得したメンバーを⼭守として地域に定着
させる動きつなげていこうとしている。 
 
FORESTWORKER は、９／３に「森を拓く。森
をデザインする」というタイトルでフォーラム
を開催した。ホームページや YouTube を⾒た⼈
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が⼊社希望したり、⼭林管理を依頼するなどの
動きに着実につながっている。 
 
ディバースラインは、地域の林業関係者だけで
なく、アスリートとも連携し今後のキャリア形
成等の動きに発展させていこうとしている。ま
た企業のバックアップも受けている。 
 
皐⽉屋は、智頭ノ森ノ学ビ舎や智頭町副業組合
等と連携しながら、地域の⾃伐型林業者育成・
⽣業づくり、⽀え合う地域づくりについて、定
期的な勉強会等を重ねている。 
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【⾮資⾦的⽀援】＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 進捗

状況
＊ 

No1 
持続的な森林施
業により収⼊を
得る仕組みの構
築 

次年度以降の持続的な
森林 施 業 の 継 続 に よ
り、⽊材を伐出・⽣産
し、収⼊を得る⾒込み
が⽴てられているか。 

林業により年収
100 万円以上確
保出来ている。 

2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 

百は、現時点で林業で収⼊を得られる段階に⾄
っていない。 
 
ワイルドウインドは、素材⽣産による売上は⼩
さいが、代表⼭下⽒の林業指導講師料など林業
関連収⼊を合わせれば⽬標達成している。 
 
FORESTWORKER は、林業事業体であり、林業
収⼊は既に⽬標達成している。 
 
ディバースラインは、林業での収⼊はまだ⽬標
に達していない。 
 
皐⽉屋は、林業事業体であり、林業収⼊は既に
⽬標達成している。 
 

2 

No2 
林業以外の複業
で収⼊を得る仕
組みの構築 

林 業 以外の複業 に よ
り、地域内外に対して
サービス等の提供が出
来 て い る か 。 
次年度以降も、複業で
収⼊を得る⾒込みが⽴
てられているか。 

半林半 X で年収
200 万円以上確
保できている。 

2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 

百は、半林・半 X 共にまだ年収 200 万円以上確
保できていない。 
ワイルドウインドは、半Ｘ事業（キャニオニン
グツアー等）により、⽬標を達成できている。 
 
FORESTWORKER は、林業収益が主であり、半
X（観光、農業）は⼩さいが、⽬標収益は確保出
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来ている。 
 
皐⽉屋は、林業収益が主であり、半 X（製材・薪
⽣産、農業）は⼩さいが、⽬標収益は確保出来
ている。 
 

No3 
継続的に施業出
来る⼭林の確保 

事業期間中施業継続で
きる⼭林の契約が出来
て い る か 。 
今後５年間は施業を継
続できる⼭林の⾒込み
があるか。 

１年⽬終了時に
⼀⼈当たり 5ha
の施業⾯積を確
保出来ている。 
事業終了時に⼀
⼈当たり 15ha 程
度の施業⼭林を
確 保 出 来 て い
る。 

2022 年 3 ⽉（1
年 ⽬ 終 了 時 ） 
2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 

百は、2022 年度から施業林確保ができた。 
 
ワイルドウインドは、施業林確保出来ている。 
（吉野の⼤規模⼭林所有者の⽀援を得ており、
施業林確保に問題はいまのところない） 
 
FORESTWORKER は、施業林確保出来ている。 
（森林組合施業が合わなかった⼭林所有者がフ
ォレストワーカーに⼭林提供） 
 
皐⽉屋は、智頭町内の⼭林を確保しており、次
年度以降施業出来る⼭林について⾃社で⼭林所
有者に掛け合うなどの取組を⾏っている。 
 

2 

No4 
担い⼿育成のた
めのカリキュラ
ムづくり 

地域で林業を継続して
いくために必要なスキ
ルが棚卸しされている
か 。 
スキルを⾝につけるた
めのクリティカルパス
が整理されているか。 

地域で持続的な
林業を継続する
ために必要なス
キルが整理され
て い る 。 
必須スキルを⾝
につけるための
プログラムが整

2023 年 3 ⽉（2
年 ⽬ 終 了 時 ） 
2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 

百は、引き続き、林業スキルの獲得を⽬指して
いる。必須スキルを⾝に着けるために、約 3 か⽉
に 1 度、専⾨家の指導を受けている。 
 
ワイルドウインドは、岡橋講師の指導の下、実
践的な研修が⾏える環境にあり、吉野地域とい
う伝統的な林業地で講師以外からも林業に関す
る知識・技術を得られる理想的な環境にある。 
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理されている。 必須スキルを⾝につけるためのプログラムとし
て⾔語化したいが、職⼈的な暗黙知のところも
あり、プログラム整理というところまでは⾄っ
ていない。 
 
FORESTWORKER は、林業技術者の⾃社育成に
ついては、個別の技術チェックを⾏うしくみが
ある。但し、⾃伐型林業で⾃⽴できる⾏政⽀援
がないことが課題。 
 
ディバースラインは、⾃らが技術習得の段階で
あり、⻑野県佐久地域で必要な林業技術を体系
化できている段階にはまだない。 
 
皐⽉屋は、古くからの林業地である智頭にて，
志ある林業者が集う場所であり、地域にあった
林業技術の蓄積を有す。これら暗黙知を形式知
に変え、林業者の技術習得の効果的に⾏えるよ
うなプログラム化までは⾄っていない。 
 

No5 
担い⼿育成の継
続実施のための
資⾦確保 

担い⼿育成に必要な費
⽤が掴めているか。 
担い⼿育成に必要な費
⽤の確保について、ア
クションを起こしてい
るか。 

担い⼿育成に必
要な費⽤が掴め
て い る 。 
今後受け⼊れる
ためのファンド
レイジングに着
⼿している。 

2023 年 3 ⽉（2
年 ⽬ 終 了 時 ） 
2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 

百は、今後を⾒据えた担い⼿育成は、これから
着⼿。ただし、専⾨家講習会に参加する地域内
外の⼈材の参加があり、候補が 4⼈ほどいる。 
 
ワイルドウインドは、育成に必要な費⽤を試算
し有料研修プログラムを試⾏している。 
 
FORESTWORKER は、⾃社の社員の技術習得を

2 
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OJT で進めており、教育に対する費⽤について
未だ算出はしていないが、費⽤算出のための実
績を積み上げているところ。庄原市から林業研
修事業の提案もあったが、実施には⾄らなかっ
た。林業体験プログラムを観光事業で実施予
定。 
 
ディバースラインは、⾃らが講師招へいしたり
する費⽤を積み上げている。そのために必要な
費⽤の捻出はこれからの課題。 
 
皐⽉屋は、智頭町副業組合から研修⽣を受け⼊
れて現場作業を通じた教育を⾏っている。費⽤
算出のための実績を積み上げている。研修⽣の
⼈件費を複業組合が補填している。 
 

No6 
実⾏団体の持続
的な収益確保の
仕組み構築 

年度毎の予算計画が⽴
てられ管理されている
か 。 
実⾏団体が持続的に経
営していくための利益
が確保出来ているか。 

予実管理が為さ
れ て い る 。 
林業を通じた団
体の利益が⽣ま
れている。 

2022 年 3 ⽉（1
年⽬終了時）以
降 毎 年 末 
2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 

百は、2022 年度以降事業に沿った活動を進めて
いるが、収益確保については今後進めていく。 
 
ワイルドウインドは、代表⼭下⽒が⾃ら経営
し、利益を上げることができている。今後、研
修事業やアウトドア事業を展開することで安定
的に経営できる⾒込みがある。 
 
FORESTWORKER は、林業事業体としての経営
は成⽴しているが、保育・育林といった⾮常に 
負荷の⾼い作業を若⼿中⼼にこなしており、将
来的に⾃伐型林業を主として事業を進められる

2 
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かは⾏政の政策次第。 
 
ディバースラインは、スポーツアスリートのキ
ャリア形成を⽬的の⼀つにしており、⾃伐型林
業の施業技術向上を通じて⾃⽴を⽬指す段階
で、半林半 X での利益⽬標はあるが、未だ利益
を⽣み出すという段階ではない。 
 
皐⽉屋は、⾃伐型林業を主業とする林業事業体
であり，継続的に利益を⽣み出すことができて
いる。 
 

No7 
実⾏団体のメン
バーが主体的に
活動する組織基
盤構築 

組織のコアとなるメン
バーが⾃主的に組織運
営できるようになって
い る か 。 
実⾏団体のビジョン・
ミッションが明⽂化さ
れているか。 

コアメンバーが
⾃律的に組織を
運営している。 
実⾏団体のビジ
ョン・ミッショ
ンが定まってい
る 

2023 年 3 ⽉（2
年⽬終了時） 

百は、コアメンバーは確定しているが、事業実
施については組織外の協⼒者を必要としてい
る。なお、組織運営は、本事業担当者以外を含
めた組織のコアメンバーで推進している。 
 
ワイルドウインドは、代表⼭下⽒と事務協⼒を
⾏うメンバーがおり、⾃主的な運営が出来てい
る。事業⽬標も明確である。 
 
FORESTWORKER は、代表⽥村⽒と内部管理を
⾏う⾅⽥⽒が事業を進め、運営体制が確⽴でき
ている。 
 
ディバースラインは、⾼橋⽒・天野⽒の夫婦が
実質的な経営主体であり、運営には問題がな
い。事業⽬的も明確。 

2 
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皐⽉屋は、代表⼤⾕⽒が家族の協⼒もえながら
経営管理を⾏っている。⾃伐型林業を主軸に地
域に⽣業をつくるという事業⽬的も明確。 
 

No8 
2〜3 年後を⾒
据えた事業計画
策定 

２〜３年毎の事業計画
が策定されているか。 

２〜３年の事業
期間の計画が⽴
てられている。 

2023 年 3 ⽉（2
年⽬終了時） 

百は、理想の将来像は描いているが、計画まで
落とし込めていない。先を⾒据えるより、スキ
ルの獲得、半林・半 X 事業の⼈材確保が先決で
ある。 
 
ワイルドウインドは、明確な将来計画は⽴てら
れていない。 
 
FORESTWORKER は、機材購⼊のための銀⾏借
⼊も⾏っており、従業員８名雇⽤する事業体で
あり、事業計画は⽴てられている。 
 
ディバースラインは、明確な将来計画は⽴てら
れていない。 
 
皐⽉屋は、機材購⼊のための銀⾏借⼊も⾏って
おり、将来的な事業計画は⽴てられている。 
 

2 

No9 
地域の持続的な
林業に対する⽀
援施策の実装お
よび検討サポー
ト 

持続可能な複業型林業
を継続するために必要
な⾏政の⽀援施策につ
いて、⾏政側が政策検
討しているか。 
持続可能な複業型林業

作業道補助や機
材リース等に対
する適切な補助
制度を⾃治体が
創設検討してい
る。 

作業道補助や機
材リース等に対
する適切な補助
制度を⾃治体が
創設検討してい
る 。 

百は、県としての⼈⼯林の作業道補助は他県よ
りも充実しているが、百が現在施業している広
葉樹林の作業道補助制度がない（間伐補助はあ
るが要求されている間伐率が⾼く、⾃伐型林業
では使えない）。町にサポートを求めている
が、反応が鈍い。 

2 
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を継続するために必要
な⾏政の⽀援施策を、
⾃治体が実施している
か。 

適切な補助制度
がある。 

適切な補助制度
がある。 

ワイルドウインドは、吉野という古くからの林
業地で直接⾏政と折衝することはないが、奈良
型作業道等の補助メニューを活⽤し事業を⾏っ
ている。 
 
FORESTWORKER は、庄原市の林業担当課が⾃
伐型林業に関⼼が薄く、政策の検討には未だ⾄
っていない。移住担当課は協⼒的。⼀⽅で広島
県は理解を⽰しているところであり、今後の政
策実装にむけて継続アプローチを⾏っていく。 
 
ディバースラインは、⾏政が本事業に興味を頂
いており、⽀援施策の検討までは⾄っていない
が、⾏政の興味関⼼を引くことができている。 
 
皐⽉屋は、智頭町が半林半 X の⽣業づくりを全
⾯的に⽀援しており、政策実装もおこなってい
る。⾮常に良好な関係である。 
 

No10 
⽣産材の付加価
値向上システム
構築に向けた取
り組みへの着⼿ 
（地域内バイオ
マス利⽤や⾃家
製材等） 

⾏政や⺠間企業、地域
住⺠等の関係者ととも
に、⽣産材の付加価値
向上の取り組みについ
て検討が進められてい
るか。 

⽣産材の⾼付加
価値化について
検 討 し て い な
い。 

2024 年 3 ⽉ 
（事業終了時） 

百については本件は今後伴⾛⽀援しながら取組
んでいく。 
 
ワイルドウインドは、製材にも関⼼がありこれ
から知識・技術習得を⾏っていきたいと考えて
いる。（⾕林業の協⼒） 
 
FORESTWORKER は、⽊材を市場に出材するの
が主であるが、デザイナーと組んで商品開発を

2 
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⾏うなどの取組もはじめている。 
 
皐⽉屋は、既に製材機を持って折り、半 X の中
で製材品・薪販売等に着⼿している。 
 
 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み▼ 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
! 変更なし " 短期アウトカムの内容 " 短期アウトカムの表現  " 短期アウトカムの指標 " アウトカムの⽬標値 

5.新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
活動地が屋外のため適切な距離を取って対応した 
 
6. 実⾏団体の進捗に関する報告 

【百】 

森林獲得の関係で予定より半年遅れているが、林業技術を着実に積み上げている。半 X についても同様。 

 

【ディバースライン・ワイルドウインド】 

半林も半 X もある程度の水準にあり、自走に向けて日々取り組みを進めている。 

 

【FORESTWORKER・皐月屋】 

林業事業体であるので、技術的な問題はないが、半 X の部分の充実に向けて取り組んでいる。 
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③ 広報（※任意）  

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 
   ・⾃伐ニュース（⾃伐協⾃社ウェブメディア）で発信 

 
 

2.広報制作物等 
   ・⾃伐協会報誌「200 年の森をつくる」において紹介 
    

3.報告書等 
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2020 年度事業 中間評価報告書（資⾦分配団体） 
※他 4 団体事業開始の 1 年後に採択された皐⽉屋については本報告書の対象としていません。 
評価実施体制 
内部／ 
外部 評価担当分野 ⽒名 団体・役職 

内部 半林事業 中塚・上垣・荒井 NPO 法人自伐型林業推進協会 

内部 半 X 事業 上原・田中・中島 株式会社ランドブレイン 

内部 組織基盤 古瀬・間辺 NPO 法人地球と未来の環境基金 

    

 
A) 事業のアウトカムの進捗状況の評価 
1 短期アウトカムの進捗状況 
【資⾦⽀援】 

アウトカムで捉
える変化の主体 指標 ⽬標値 達成時期 これまでの活動をとおして把握している変化・改善

状況  

実⾏団体のメン
バー 

1 ベテラン技術者からの
継続的な指導の有無 

2 継続的な⼭林施業の実
施状況 

3 実⾏団体もしくはその
メンバーに施業が任さ
れている⺠有林数 

1 継続的な指導が受
けられている 

2 施業可能な期間に
おいて週 2 ⽇以上
の施業が継続でき
ている。 

3 5箇所（各地域1箇
所） 

 

2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 
 

百は、⼭林確保の問題より半林事業の技術取得スタ
ートが遅れたが、2022 年度以降技術者より 3 か⽉の
1 度のペースで技術指導を受けている。⼭林施業⽇
数は週 2 ⽇以上に満たないが、⼭主から施業を任さ
れている森林地区にて⾃伐型林業に必要な作業道づ
くりを⾏っている。 
機材レンタルの問題もあり 
ワイルドウインド・FORESTWORKER・ディバー
スラインの 3 団体については、3 点ともできてい
る。 
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実⾏団体のメン
バー 

1 林業施業を実施するた
めの拠点がある 

2 実⾏団体⾃⾝が OJT
を実施出来るようにな
っている 

3 必要な機材が使える状
況にある。 

 

1 5箇所（各地域１
箇所以上） 

2 OJT を実施して
いる。 

3 所有もしくはレ
ンタル等により
機材が使えるよ
う に な っ て い
る。 

 

2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 
 

百は、林業作業地域の側に半 X 事業実施場所がある
ため、そこを拠点とすることができている。⾃伐型
林業への取り組みが本年度からのため、⾃⾝が OJT
をする⽴場にはあらず、現在も教えを乞う段階では
あるが、⼀部機材の使⽤ができるようになってい
る。 
ワイルドウインド・FORESTWORKER・ディバー
スラインは、⼭林整備され、実践施業に向かってい
る。 
 
 

実⾏団体のメン
バー 

1 実⾏団体活動⾃治体の
⾃伐型林業への協⼒ 

2 ⾃治体もしくは隣接⾃
治体に⽊材市場・⽊材
加⼯場等の A・B・Ｃ
材販路がある。 

1 協⼒関係が構築
される 

2 隣 地 域 ( 概 ね
30km 圏内)にそ
れぞれ販路が確
保される。 

 

2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 
 

百が主催したフォーラムに⾃治体（町⻑）が出席し
たが、まだ⾃治体からの直接的な⽀援は得られてい
ない。なお、販売⽤としての⽊材づくりや販路開拓
はまだだが、半 X 事業の宿を建築する際の⽊材は獲
得した。 
FORESTWORKER は、林業がメインだが⾃治体の
移住関係部署を関係を構築できている。 
ディバースラインは、⾃治体と協働しつつ、副業と
しての林業技術を着実に積み重ねている。 
 
なお、全国に作業道開設補助⾦⽀出の事例がないわ
けではないため、各⾃治体とコミュニケーションを
継続もしくは深化していくことができれば、政策提
⾔サポート等ができるのではないか。 
 

実⾏団体のメン
バー 

1 地元のメディアや広報
誌等での取材等を受け

① 5 回 以 上 
② 1 回 以 上 

2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 

百は、メディアに半 X 事業の活動が取り上げられ、
半林半 X に取り組む姿が紹介された。またインスタ
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る。 
2 活動が認知され、地域
内外の講演等で呼ばれ
る。 

3 実⾏団体の地域にて⾃
伐型林業（⻑期多間伐
施業）による施業（施
業委託を含む）を希望
する⼭林所有者の数 

③15 ⼈以上(各地域
3名以上) 
 

 グラムや YouTube など SNS メディアを活⽤し、完
成した作業道の様⼦や宿での地域コミュニティ交流
の場などを逐⼀発信している。その際、百の主軸メ
ンバーをゴレンジャーにたとえ、それぞれのイメー
ジカラーで発信をするなど、イメージの定着に⼯夫
を凝らしている。講演会等への招聘は現在なし。近
隣在住者が作業中に⾒学にくるなど、⼭林保有者か
否かは不明だが、地域住⺠は興味を持ち始めてい
る。 
ワイルドウインドは、⾃⾝の WEB サイトにて、森
づくり活動について発信している。 
http://www.wild-wind.org/index.html 
FORESTWORKER は、⿊ T＋迷彩パンツ制服での
活動でブランディングを⼯夫を⾏っている。 
ディバースラインは、動画を作成し、⾃⾝の活動を
分か り や す く 、 かつ格好よ く訴求し て い る 。 
https://www.youtube.com/watch?v=Nrb4a7iegCA 
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【⾮資⾦的⽀援】⾚背景⾊セルは提出時削除します 

指標 ⽬標状態 達成時期 これまでの活動をとおして把握している変化・改善状況  

1 複業モデル実践者
の⼈数 

2 半林半 X・複業モデ
ル実践者の働き⽅
の満⾜度 

 

1 複業モデル実践者の⼈数
20⼈ 

2 ワークライフバランス・複
業スタイルに満⾜している
⼈は今後も満⾜度が⾼い状
態が維持される。 

 

2024 年 3 ⽉（事
業終了時） 
 

百においては、⾃伐型林業実践者を近隣地区を含めた地区に
て育成中。現在、担当者以外に 4 名が、⾃⾝の本業のほかに
林業の実践的学びを深めている。現在の進捗スピードから考
えると、事業終了時の⽬標 20⼈はまだ遠い。 
な お 、 上 記 の 百 含 め 、 ワ イ ル ド ウ イ ン ド ・
FORESTWORKER・ディバースライン共に、全団体、それ
ぞれ複業モデルに対する満⾜度は現在⾼いと思われる。ま
た、オンライン会議や出張時に伴⾛しているなかで、それぞ
れ複業に対するモチベーションも⾼いと感じられる。 
 

1 次年度以降施業⼭
林や機材が確保さ
れ、担い⼿育成が
可能な地域数 

2 次年度林業研修・
OJT を実施する地
域数 

 

1 ５箇所（実⾏団体すべて） 
2 ５箇所（実⾏団体すべて） 
 

①2022 年 3 ⽉（1
年 ⽬ 終 了 時 ） 
②2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 

 

百は、継続的に作業できる⼭林があるが、⼀部⼤型機材は近
隣より借り出しているため都度依頼が必要である。 
ワイルドウインドは、研修事業メニューを持っている。 
FORESTWORKER は、林業メインで、新たなメンバーを育
成することができている。 
 

1 実⾏団体が継続的
に事業継続してい
く収益がある。 

2 実⾏団体の組織態
勢が明確になって
おり、メンバーの

1 事業受託・補助・助成⾦・
企業連携等の新たな収益源
が確保される。 

2 組織としてメンバーが役割
し事業を進めている。 

①2023 年 3 ⽉（2
年 ⽬ 終 了 時 ） 
②2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 
②2024 年 3 ⽉
（事業終了時） 

百は、⼭の確保の問題から半林事業スタートが遅れたため、
2023 年度以降、補助⾦・助成⾦などの申請を⾏う予定。組織
体制は明確であるが、それぞれが別の事業を担っているた
め、本事業については組織外（林業施業希望者や、学⽣な
ど）にリソースとなるキーパーソンが必要。半林半 X 事業と
もに、組織のビジョン・ミッションは明確化しているが、半
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役割分担ができて
いる。 

3 中⻑期的な事業計
画に沿って事業運
営されている。 

 

3 組織のビジョン・ミッショ
ンが明⽂化され、事業計画
にそった運営が為されてい
る。 

 

 林事業については製材可能時期、半 X 事業についてはターゲ
ットの明確化やその確保など、より具体的な道筋を計画とし
て⽴てる必要がある。 
 
4 団体ともに、組織基盤は法⼈化もされ整備されている。各
団体それぞれおビジョン・ミッションは明確なので今後中⻑
期 的 事 業 計 画 ま で の 確 認 し て い く 。 
 
→⽉ 20万収⼊になるくらいの技術⼒を⾝に着ける 
→集中した研修で集中して⼿に付ける 
例）バックホー3 か⽉で 100 時間 

1 持続的な林業に対
する⾃治体の⽀援
施策がある。 

2 関係各所の情報交
換・横連携ができ
るように実⾏団体
が仕掛けている。 

3 林業に関する６次
産業化の取組みが
実⾏されている。 

 

1 5 回以上 
2 ⾃治体の複数部署に対して

事業説明を年 1 回以上実施
している。 

3 ⾏政や企業と連携した地域
産材付加価値化の取り組み
が⾏われる。 

 

2024 年 3 ⽉（事
業終了時） 
 

百は、⾃治体における林業⽀援施策はない。⾃治体に対する
情報共有の場はないが、実⾏団体が地域の情報を獲得できる
ような場づくり（ももの宿のバーday や、地域の憩いの場で
の情報収集など）ができている。 
 
全団体、⾃治体へのアプローチや関係性構築は実施している
が、FORESTWORKER の⾃治体は現在難あり。 
6 次産業化については、それぞれ企画・実⾏中である（例：
しいたけ・薪：「⼤⾕さんの薪」（ある種「ブランド化」と
いっても過⾔ではないものもある） 
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2 アウトカムの分析「⑧アウトカムの達成度」（※任意） 
評価⼩項⽬ 評価⼩項⽬の評価結果 評価結果の考察 

   

 
 
 

事業のアウトカムの進捗評価 評価結果の考察 
事業のアウトカムの進捗の程度は、事業終了時には 

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値を上回っての達成の⾒込みがある  

 ! 短期アウトカムの⽬標値を達成の⾒込みがある 

 " 短期アウトカムの⽬標値はおおむね達成できる⾒込みがある 

 ! 短期アウトカムの⽬標値の達成は不透明である 

 ! 短期アウトカムの⽬標値の達成は難しい 
と⾃⼰評価する 

短期アウトカムのうち、実⾏団体⾃⾝が達成すしなけ
ればならない数値や⽬標に関して、団体によって進捗
状況にばらつきはあるが現時点達成不可能な確定的な
阻害要因はない。ただし、⾏政へのアプローチなど。
期間中に困難な項⽬もあるため、適切に伴⾛していく
必要がある。 

 
A) 事業の改善状況の評価 
1 事業の実施過程・事業改善に関する評価 

評価項⽬ 評価⼩項⽬ 評価結果 考察 

実施状況の 
適切性 

1） 資⾦分配団体内の、事
業の運営管理体制（進
捗管理の仕組み、事業

1)活動報告書により

状況の共有が出来て

いる。一方で伴走支

援者の活動量に差が

資金分配団体内での定例 MTG にて、実行団体の進捗が見えにくいこと

が指摘あり。定例 MTG 時の伴走者からの報告ではなく、実行団体から

の報告フォーマットの提出とした。 

 



24 

への⼈員体制、意思決
定過程の整理など）の
計画に問題はないか。 

2） 資⾦分配団体のアウ
トプットの指標・⽬
標値・判断基準・指
標⼊⼿⼿段は適切か
つ妥当に設定されて
いるか。 

あるが、概ね良好。 

 

2)適切に設定されてい

る。 

実施をとおした
活動の改善、 
知⾒の共有 

1） 資⾦分配団体及びプ
ログラムオフィサー
（ コ ンソー シ アム
内）は実⾏団体への
⽀援を通じて得た情
報を共有・活⽤し、
学びを改善につなげ
ることが出来ている
か。（＝コンソーシ
アム内共有） 

2） 資⾦分配団体は、他
者へのモデルになる
実⾏団体の活動とそ
の知⾒を広く共有
（外部向け）出来る
ように整理・蓄積し
ているか。 

1)定例会を継続的に実

施し、常に情報共有

及び活動の改善を行

っている。 

 

2)実行団体同士で、活

動状況・工夫点などを

共有する場を設ける

予定。 

 例）鳥取県智頭町・皐

月屋を舞台に。 

伴走から得た情報の共有はフォーマット作成等で補完している。が、実

行団体同士の情報・知見共有の場がないので、半林半 X ともに見本と

なる場での合同報告会などを実施する。 
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組織基盤強化・
環境整備 

1） 助成終了後も活動を
継続していくための
組織体制と環境づく
り（⾏政などのステ
ークホルダーや半林
半 X それぞれの事業
を実施するための環
境づく り：⼭ 林 確
保、宿泊施設等）の
検討がされ て い る
か。 

自治体への働きかけ、

関係づくり、活動資金

の獲得など、持続可

能な組織基盤づくりを

サポートしている。 

 

実行団体にとって、本

活動を通じて派遣する

講師陣との関係性が、

実行団体の成長に大き

く効果を生んでおり、今

後組織を継続するのに

役立っている。 

自治体によりけり動きの柔軟性には差異があるが、他自治体事例など

を展開しつつ、呼びかけをしていく必要がある。 

 
 
 
 
2 短期アウトカムの状態の変化・改善に貢献した要因や事例 

情報共有フォーマットの展開 
定例での現状共有 
 
 

3 事前評価時には想定していなかった成果 
・FORESTWORKER は、新たな林業希望者が増えた。 
また、⾃伐型林業を⾏っている森で絶滅危惧種（⽇本リス？）の⽣息が判明。⽣物多様性を⾃伐型林業が守っていることが分かった。 
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4 事業計画（資⾦分配団体）の改善の必要性の確認 
 ☑ 社会課題のニーズに事業計画の内容は合致している 
 ☑ 受益者や対象グループのニーズに事業計画の内容は合致している 
 ☑ 事業計画に記載している活動は、アウトプット➾アウトカムへのつながりが実際に確認できている 
 ☑ 残りの期間の資⾦配分・⼈員体制・スケジュールは活動を円滑に⾏えるよう計画されている 
 ☑ 短期アウトカム指標は、事後評価時に測定し、達成度を評価することが可能な内容になっている 
 
 
 
 
 

 

事業の改善状況の評価結果 評価結果の考察 

残りの事業期間で、事業が短期アウトカムを達成す
るために、 

! 事業計画は適切に改善されたといえる 

! 事業計画を適切に改善する⾒込みがある 

! 事業計画の改善について、課題が残っている 
と⾃⼰評価する 
 

特になし 
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5 中間評価結果を踏まえて今後注⼒したいまたは早急に取り組みたい事項をお聞かせください。 
 
・実行団体同士で、活動状況・工夫点などを共有する場を設ける予定。 

 例）鳥取県智頭町・皐月屋を舞台に。 

 

・資金分配団体としての地域の半林半 X 事業モデル事業実施について、広報活動の必要性を感じる。 

 

・事業終了後の（実行団体の）出口戦略について検討の必要性がある 

 
添付資料 
活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、３〜4枚程度） 

 作業の様⼦ 左から：橋本先⽣・宮川さん・森の持ち主親類・講習参加者（地元若⼿） 
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 半 X事業＜ももの宿＞ 

 宿で提供される地元⾷材（百代表朏⽒収穫）を使った朝⾷ 
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 講習翌⽇、次回橋本先⽣来訪時までの作業の進め⽅の確認＠ももの宿 

 


